
令和7年度大学入学共通テスト

出題科目『情報Ⅰ』について
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大学入学共通テストについて
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（目的）
大学入学志願者を対象に、
高等学校の段階における基礎的な学習の達成の程度を判定し、
大学教育を受けるために必要な能力を把握するため、
利用する各大学が共同して実施

→ 令和７年度から新しい学習指導要領に基づいて出題

（全教科共通の問題作成方針の検討の方向性（R4.11.9））
○受験者が高等学校教育の成果として身に付けた、知識・技能や思考
力、判断力、表現力等を問うこと。その際、教科横断的に育成する言
語能力、情報活用能力などについて留意すること。

○それらの知識・技能や思考力・判断力・表現力などを評価するために、
各教科・科目の特質に応じた学習の過程を重視すること。

○様々な受験生の学力を適切に評価すること。（多様な受験者が十分力
を発揮できるように、問題の構成、内容、分量、表現などに配慮する）



新教育課程に対応した大学入学共通テスト科目構成
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※白抜きは高校における必履修科目



情報教育の変化

– 小学校－プログラミング教育が必修化

– 中学校－技術・家庭において，新たにネットワークを利用した双方
向性のあるコンテンツのプログラミングの指導が追加されるととも
に，情報セキュリティ等の指導の充実

– 高等学校－「情報Ⅰ」を高校生全員が履修

初等中等教育における「情報教育」の変化

「AI 戦略2019～人・産業・地域・政府全てにAI～」（令和元年６月11 日決定）

• 文理を問わず、全ての大学・高専生（約50万人）が、課程にて初級レ
ベルの数理・データサイエンス・ＡＩを習得

• 文理を問わず、一定規模の大学・高専生（約25万人）が、自らの専門
分野への数理・データサイエンス・ＡＩの応用基礎力を習得する

高等教育における数理・データサイエンス・AI 教育

4



大学
文理を問わず、すべての学生が
身に付けるべき教養
「データ」をもとに事象を適切に捉え、分析・説明できる力

高等
学校

必履修科目「情報Ⅰ」の設定

＋全ての教科・科目を通して「情報活用能力」を育成
＊「言語能力」と並び、すべての学習の基盤となる力と位置づけ

大学入学共通テスト

『情報Ⅰ』
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「情報Ⅰ」の学習内容

情報社会の問題解決情報社会の問題解決

• 問題を発見・解決する方法

•情報社会における個人の果たす役割と責任

•情報技術が果たす役割と望ましい情報社会の構築

•問題を発見・解決する方法

•情報社会における個人の果たす役割と責任

•情報技術が果たす役割と望ましい情報社会の構築

コミュニケーションと情報デザインコミュニケーションと情報デザイン

• メディアの特性とコミュニケーション手段

•情報デザイン

•効果的なコミュニケーション

コンピュータとプログラミングコンピュータとプログラミング

• コンピュータの仕組み

•アルゴリズムとプログラミング

•モデル化とシミュレーション

情報通信ネットワークとデータの活用情報通信ネットワークとデータの活用

• 情報通信ネットワークの仕組みと役割

•情報システムとデータ管理

•データの収集・整理・分析
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「情報」の問題作成方針に関する検討の方向性

○ 新学習指導要領で示されている「情報Ⅰ」で育成を目指すこととされてい
る資質・能力を重視したものとなるよう検討する。

○ 今回公表する試作問題は以下の考えの下で作成した。
・日常的な事象や社会的な事象と情報との結び付き，情報と情報技術を活

用した問題の発見・解決に向けての探究的な活動の過程，及び情報社会
と人の関わりを重視する。

・社会や身近な生活の中の題材や受験者にとって既知ではないものも含め
た資料等に示された事例や事象について，情報社会と人との関わりや情
報の科学的な理解を基に考察する力を問う問題などとともに，問題の発
見・解決に向けて考察する力を問う問題も含めて検討する。

○ 試作問題の中にあるプログラム表記は，授業で多様なプログラミング言語
が利用される可能性があることから，受験者が初見でも理解できる大学入
試センター独自の日本語でのプログラム表記を用いた。令和７年度試験問
題も同様の方向性で検討する。

（情報Ⅰ）
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National Center for University Entrance Examinations

第１問
情報社会と人との関わりの中で，情報及び
情報技術に関して科学的に理解し，適切に
活用できるかを問う。

第１問
情報社会と人との関わりの中で，情報及び
情報技術に関して科学的に理解し，適切に
活用できるかを問う。

（問１）情報社会の中で日常的に
利用されるSNS やメール，Web 
サイトなどの利用時の注意点や情
報の信ぴょう性の判断について理
解しているかを問う。

（問１）情報社会の中で日常的に
利用されるSNS やメール，Web 
サイトなどの利用時の注意点や情
報の信ぴょう性の判断について理
解しているかを問う。

『情報Ⅰ』 試作問題
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National Center for University Entrance 
Examinations

0

3 4

（問4）情報デザインの考え方につい
て，問題文から読み取った内容を踏ま
えて，示された情報がどの基準に基づ
いて整理されているかについて考察で
きるかを問う。

（問4）情報デザインの考え方につい
て，問題文から読み取った内容を踏ま
えて，示された情報がどの基準に基づ
いて整理されているかについて考察で
きるかを問う。
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National Center for University Entrance 
Examinations

2 1
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第3問
日常的な買い物において，代金を支払う際
の「上手な払い方」を考えるという問題解
決の題材において，基本的なアルゴリズム
とプログラミングの基本に関する理解を基
に，示された要件を踏まえたプログラムに
ついて論理的に考察できるかを問う。

第3問
日常的な買い物において，代金を支払う際
の「上手な払い方」を考えるという問題解
決の題材において，基本的なアルゴリズム
とプログラミングの基本に関する理解を基
に，示された要件を踏まえたプログラムに
ついて論理的に考察できるかを問う。

（問1）この問題で定義する「上手な
払い方」を理解した上で，必要とな
る関数の理解とその使用方法につ
いて論理的に考察できるかを問う。

（問1）この問題で定義する「上手な
払い方」を理解した上で，必要とな
る関数の理解とその使用方法につ
いて論理的に考察できるかを問う。
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National Center for University Entrance 
Examinations

23
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（問2）目標の金額になる最小の硬
貨枚数を計算する考え方を理解した
上で，基本的なプログラミングにおけ
る変数の使い方や繰返しによる処理，
算術演算の活用法を理解しているか，
また，求めるアルゴリズムについて論
理的に考察できるかを問う。

（問2）目標の金額になる最小の硬
貨枚数を計算する考え方を理解した
上で，基本的なプログラミングにおけ
る変数の使い方や繰返しによる処理，
算術演算の活用法を理解しているか，
また，求めるアルゴリズムについて論
理的に考察できるかを問う。
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National Center for University Entrance 
Examinations

第4問
国が実施した生活時間の実態に関する統
計調査を基に，スマートフォン・パソコンな
どの使用時間と睡眠の時間や学業の時間
との関係を題材に，データの活用と分析に
関する基本的な知識及び技能と，データが
表すグラフから読み取れることを考察でき
るかを問う。

第4問
国が実施した生活時間の実態に関する統
計調査を基に，スマートフォン・パソコンな
どの使用時間と睡眠の時間や学業の時間
との関係を題材に，データの活用と分析に
関する基本的な知識及び技能と，データが
表すグラフから読み取れることを考察でき
るかを問う。

（問1）スマートフォン・パソコンなどの
使用時間が長いグループと短いグ
ループに分けられた統計データを基
に，そこから分析できる仮説とそうで
ない仮説を考察し識別できるかを
問う。

（問1）スマートフォン・パソコンなどの
使用時間が長いグループと短いグ
ループに分けられた統計データを基
に，そこから分析できる仮説とそうで
ない仮説を考察し識別できるかを
問う。
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令和7年度試験に向けて

大学入試センターでは

今回公表した試作問題を基に，

大学生を対象としたモニター調査（令和4年11月10～12日実施）を参考と
したり，様々な機会を通して高校教育関係者の意見を伺うなどして，

問題の内容，分量，程度等に留意した問題となるようにします。

各大学では

大学入学共通テストの利用科目などを、

令和４年度中には公表することとされています。


